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ソーシャルワーカーを地域住民に広く知ってもらう「ソーシャルワーカーデー」のイベントが
7月27日（土）10時30分～16時、ＪＲ・山陽明石駅すぐの「あかし市民広場」で開かれます（後
援：明石市、兵庫県社会福祉協議会）。テーマは「ココロの架け橋　ありのままをあたりまえに『み
んなが活きる福祉』」。コロナ禍を経て 5年ぶりの開催となります。
兵庫県のソーシャルワーク関連 5団体（社会福祉士会、介護福祉士会、介護支援専門員協会、
精神保健福祉士協会、医療ソーシャルワーカー協会）の共催です。
フロアでは、 5団体の活動を紹介するパネルの展示や福祉の相談ブースを開設。ブックカフェ
や景品がもらえる「クイズ・スタンプラリー」、縁日を思わせる「カブトムシとクワガタの販売」
や「スーパーボールすくい」のコーナーなども設けられ、協賛企業・団体のブースも出展します。
ステージでは「こんな時どうする？　イラストでわかる福祉ミニ講座」と題した朗読劇、吹奏楽
の演奏やフラダンス、お笑い＆マジックショーなどが上演され、大人も子どもも楽しめる内容と
なっています。
ソーシャルワーカーデーは毎年「海の日」に設定されています。「海はすべてを包み込み、生
命を生み出す母胎であり、力強さにあふれている」ことから、ソーシャルワーカーに対する関心
と理解を広げる象徴として定められました。この海の日を中心に、 7月には全国各地でさまざま
な催しが繰り広げられています。兵庫県では数年前から 5団体が協力して開催。今回も2023年 2
月からオンラインを中心に会議を重ね、準備をしてきま
した。関西国際大学、神戸学院大学、兵庫大学の福祉系
学部の学生スタッフも企画段階から参加してくれていま
す。
入場は無料です。プログラムを掲載したチラシを、 6
月初めごろにお届けした「総会議案集」に同封しており
ます。ご覧のうえ、ぜひご家族でお越しください。

お知
らせ ソーシャルワーカーデーイベント

7月27日（土）にあかし市民広場で開催
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※　 各研修につきましては、申込人数が少ない場合、中止することがありますので、予めご了承いただきますよう
お願い致します。

■ 自然災害による中止及びその告知について
　　　研修開始の２時間前に研修開催場所に特別警報が発令された場合は、研修会を中止いたします。また、特別
警報の発令に関わらず、台風接近や自然災害の状況をみて、研修会をやむを得ず中止する場合がありますので
ご了承ください。

　　　基準等は、本会ホームページをご参照ください。　http://www.hacsw.or.jp/　

　　　研修開催の中止が決定した場合は、研修開始 2時間前に本会ホームページ、または本会ホームページ下部に
ある Facebook に掲載します。掲載がなければ開催するものとご理解ください。
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　2024年の元日に発生した能登半島地震から半年余り。復旧・復興は今なお遠く、困難を抱えな
がら暮らしている人が大勢います。社会福祉士として何ができるのか̶̶。そんな思いを胸に、
被災地や避難先で支援活動に取り組んだ本会会員の皆さんの体験談をお伝えします。

被災者の見守り・相談支援活動に携わって
災害福祉支援委員会　浜本　良枝、小坂　知博、加戸　陽子、西野　佳名子

能登半島地震で大きな被害を受けて故郷を離れ、慣れない土地に避難した人々が数多くいます。
石川県金沢市内の「みなし仮設住宅」で暮らす被災者の見守り・相談支援活動に2024年 4 月下旬
から 5月末、本会災害福祉支援委員会の 4人が「生活支援相談員」として携わりました。
この活動は、石川県からの委託を受けて石川県内の社会福祉協議会が取り組んでいます。石川

県社会福祉士会は相談員の確保やコーディネートなどの面で協力しており、地震発生直後から日
本社会福祉士会とも連携し、まず東海北陸ブロックに派遣要請
がありました。 4月中旬には関東甲信越・近畿ブロックへと拡
大され、さらに 6月には、日本社会福祉士会と石川県社会福祉
士会の両会長の連名で、全都道府県士会の会長あてに協力要請
が出されています。
4人はそれぞれ 3日間（移動日除く）、金沢市社協を拠点に活

動しました。活動費として一定額が支給されるほか、無料の宿泊
所も用意されています。他県の社会福祉士会会員や同社協職員と
ペアを組み、準備された軽自動車で移動。数チームに分かれて金
沢市内のみなし仮設に入居している被災者（1,978世帯、 4月末
現在）のもとを訪れ、孤立を防ぐための見守りや、困りごとを聞
き取って専門機関につなぐといった支援に取り組みました。

今回、 4人が活動した金沢市の面積は468.81㎢とかなり広く
（神戸市は557.02㎢）、 1日に訪問できるのは 1チームあたり10
数軒がやっと。昼間は留守宅も多く、実際に会えたのはその 5
割程度でした。体調や金銭面での不安、近隣との関わり、悩み
ごとなどを尋ねる「訪問シート」をもとに話をうかがい、一人
暮らしの高齢者宅では、1時間近く話し込むこともありました。
5月下旬には輪島市内の仮設住宅で、一人暮らしの70代女性

が「孤独死」とみられる状態で見つかったと報じられました。
まさに被災者の見守り・相談支援は待ったなしの状況です。こ
の社会福祉士会の活動も、能登地域でのニーズに応じた今後の
協力に向けて調整が始まっていると聞きます。
現地での活動内容や感じたことをそれぞれリポートします。

1

金沢市社会福祉協議会が入居する
金沢市松ヶ枝福祉館

（写真は一部加工している場合があります）
訪問先で配付するリーフレット類

特集 能登半島地震　福祉支援の現場から
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情報提供と見守りの必要性　痛感 浜本　良枝

■活動期間：2024年 4 月24日（水）～26日（金）
みなし仮設を一軒一軒訪問してお話を聞いていく活動は、阪神・淡路大震災後、安否確認で仮

設住宅を回ったことを思い出させました。ただ，被災地支援といっても、現地に赴くわけではあ
りませんので、今回は被災地の後方支援と言ったほうが良いのかもしれません。多くの世帯は高
齢者のみの世帯で、もともと金沢市に住んでいるお子さんや親せきを頼って移り住んでおられま
す。衣食住はある程度落ち着いているものの、みなし仮設が 2年限りの制度であるため、先の見
通せない不安定な生活は相変わらず続いているようでした。
そのような状況は、避難されている方々を孤立させ、孤独にします。それが、「故郷に戻りたい！」

という気持ちを一層強くさせているようです。皆さんのお話を聞きながら、少しでも先が見通せ
る情報提供と、孤立させないための継続的な見守りが必要だと感じました。広い家屋に住み、な
じみのご近所さんと毎日言葉を交わしながら暮らしていたのに、今は金沢市内のアパートの一室
で一日中誰とも話をしないような生活をされている。そんな方がたくさんおられます。
まだまだ多くの支援が必要です。兵庫から金沢へ、皆さんも一緒に支援を届けに行きませんか？

金沢市社協内に設けられた生活支援相談員の活動拠
点の様子

ホワイトボードには、各ペアの名前や訪問する地域、
訪問した数などが記入される

災害で住宅に大きな被害を受けた被災者に対し、民間の賃貸住宅（アパート、マ
ンションなど）を自治体が借り上げて提供する制度。住宅の損壊の程度に沿って入
居要件があるほか、世帯の人数や居住地によって家賃の上限額も定められている。
入居期間は最大 2年間。
自己資金のみでは住宅の確保が困難な人が対象で、自宅が全壊した、半壊でも住
宅として再利用できない、ライフラインが途絶している、行政による避難指示を受
けているといった要件が設けられている。金沢市内の物件の場合、1人世帯で 6万円、
2人世帯で 8万円、 3～ 4人世帯で10万円が家賃の上限となっている。

■ みなし仮設住宅
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距離感をはかりつつ　真意を探る時間 小坂　知博

■活動期間：2024年 4 月24日（水）～26日（金）
倒壊した自宅の写真を見せながら思いがほとばしる夫婦もいれば、こちらの問いかけに表情を動か

さず、淡々と答える初老の男性もいます。「訪問シート」には、世帯主と家族構成、被災前に住んでい
た自治体名が記載されているのみで、地震でどのような被害を
受けたのか、どういった仕事をしているのか、なぜ金沢に避難
してきたのか、といった背景まではわかりません。初対面のや
り取りの中で、どのような言葉を選び、どこまで質問を重ねるの
か̶̶。距離感をはかりながら、相手の真意を探る時間でした。
私が活動に携わったのは、地震発生から 4か月近くが経とう

とする時期。先が見えない住宅再建への焦りや不安な思いを数
多くうかがいました。我慢強
い奥能登の皆さんもさすが
に堪忍袋の緒が切れたのか、
行政の契約手続きの遅さに
対する不満も噴出していまし
た。「山菜採りがしたいねえ」
「畑仕事に出られる日が戻っ
て来るかねえ」というため息
交じりの声が、今も耳に残っ
ています。私たちにできるこ
とが、たくさんありそうです。

見えにくい存在の被災者　支える難しさ 加戸　陽子

■活動期間：2024年 5 月11日（土）～13日（月）
入居後 2～ 3か月という、早期に入居された世帯を訪問しました。世帯構成や住環境が大きく

変化した中で、徐々に生活に慣れてきたという時期。現時点では自宅の解体の手続きや片付け、
みなし仮設の契約手続きなどが問題で、今後のことは考えられないという方が大半でした。望郷
の想いが募る高齢者の一方で、現役世代では金沢で再就職した方や、みなし仮設の 2年間で就職
すべきか迷うという方もおられました。
初対面のペアの方と波長を合わせつつ、どうすればもっと寄り添い共感した言葉かけや、ニーズ

を語っていただける問いかけができるのだろう…と悩みながらの訪問活動。共通する地域課題を意
識する視点も必要です。社会福祉士の
役割の重要性を再認識し、技術を高め
ないと…と痛感した 3日間でした。
話をうかがえたのは16軒。今後、家

族等の支援がない方の入居の増加が予
想されます。建設型仮設とも違う、各
地に点在し、存在の見えにくい被災者
の生活を支える難しさを感じました。
フェーズによって問題も変化し、息の
長い支援が必要です。会員の皆さんに
も関心を持ち続けていただきたいです。

活動拠点には、自治体による各種
支援制度をまとめたファイルが常
備されている

訪問先が不在の際には「連絡票」を投
函し、都合のいい日時を知らせてくれ
るよう依頼した

活動時には「日本社会福祉士会」とプリントされたベストを着用し、
「石川県地域支え合いセンター金沢」名の身分証明書が入ったネッ
クストラップを身につけた
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臨機応変の連続　刺激的なソーシャルワーク体験 西野　佳名子

■活動期間：2024年 5 月29日（水）～31日（金）
水道が止まっていることを理由にみなし仮設に入居されている方たちは、地元行政からの最新

情報を待っています。「ニュースで 5月末には水道が通ると聞いたが、自宅に戻って生活ができる
ようになったかどうかの情報は役場から全然届
かない。肺炎球菌ワクチン接種の案内は来たけ
れど……」。被災地の役場はまだまだ混乱してい
るのでしょう。口々に「 1日も早く家に帰りたい」
と話されました。
「息子が自分の家に近いアパートを探してくれ
て 1月 3日に越してきた」という方もいれば、
「しばらく地元の親戚宅に身を寄せていたが、あ
まりに長くなってしまって 5月になってからこ
のアパートに入居した」という方もおられまし
た。「車は金沢に持ってきていない。地元では車
で買い物をしていたが、こちらでは車が多くて
スピードも速いので運転するのが怖い」と言わ
れる高齢の方も多かったです。
能登半島地震の被災者と言っても、事情はそ

れぞれで状況はバラバラです。玄関で10分程度
の立ち話のことも、家の中に招き入れてくださ
り 1時間近く話し込むこともありました。短い
時間で関係を構築して、必要に応じて被災者自
身にしっかり語っていただきます。訪問時の出
会いは一期一会。刺激的なソーシャルワーク体
験でした。

活動拠点では、地震の爪痕を報じる資料や写真が閲覧
できるようになっているほか、能登地方の伝統的な祭
りの巨大灯籠（とうろう）の模型も飾られている

生活支援相談員　募集しています

本会の会員で、この活動への参加を希望する人は、兵庫県社会福
祉士会のホームページから研修管理システム「manaable（マナブル）」
に新規登録=手順は44ページ参照=のうえ、研修名「【兵庫会員限定】
能登半島地震　生活支援相談員募集」からお申し込みください。す
でにマナブルに登録済みの人はログインし、手続きをお進めくださ
い。登録フォームなどの必要書類ををダウンロードできるほか、現
地での活動内容や留意事項を説明した動画（約20分）を視聴するこ
とができます。詳細はマナブルの申し込みサイトに掲載しています。
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避難所の過酷な現実　感じた課題
小椋　智子

■ 派遣先・日程
・石川県金沢市の1.5次避難所への介護職員等派遣事業　2024年 3 月 8 日（金）～ 3月 9日（土）
・輪島市門前町の福祉避難所の視察及び介護業務　2024年 3 月10日（日）～ 3月12日（火）

■ 1.5次避難所について
・ 被災地におけるライフラインの状況等に鑑み、自宅の復旧や仮設住宅等への入居までの間の被災
者の生活環境を確保するため、被災地の避難所等から被災地外の一時的な避難施設として開設
・ いしかわ総合スポーツセンター　メインアリーナに設置
　（ 1月 7日に設置完了、 1月 8日に受け入れ開始）
・約250のテント（区画）を設置　※ 1区画 2名程度で、500名程度分
・利用者は 1月31日時点で累計1,299名となっていた

■ 1.5次避難所の状況と課題
1.5次避難所では、避難所生活の長期化が課題となっていた。被災地では発災後 3か月が経過し

ても、ライフラインの復旧のめどが立たない集落があり、独居の高齢者や高齢者世帯、障害者は
自宅に帰ることができなくなっていた。そのような人々は、家屋等の損壊が激しい場合は自力で
生活を再建することが困難であり、避難所生活を終了する目途が立たなくなっている。1.5次避難
所では、衣食住の心配はないが、「避難」しているので生活環境としては充実したものではなく、
後期高齢者や要介護状態の人にとっては過酷な環境であると言っても過言ではない状況であった。
1月 1日に突然、大地震で家や家族を失った高齢者や障害者が帰れる家もなく、「不安」と「絶

望」と共に暮らしていた。被災者に聞くと「帰りたいけど、家がなくなった。お金もないから帰
ることもできない」「こんなこと経験した者にしかわからんことや」「なにもやる気が起きない」「何
もできない。生かされているだけ」と話していた。さまざまな事情の人が、地元に残りたいと思
いながらも、早く被災地を出なければと迷いながら入居した1.5次避難所で、希望を失い生活して
いたように思う。

テントには１～２名が居住。段ボールベッドにマットレスが敷
かれていた。私物はほとんどなく、衛生管理上、タオル等は洗
濯せずに使い捨てにしていた

2
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■ 福祉避難所について
・ 輪島市では福祉避難所として老人ホームなど20か所以上と協定を結んでいたが、建物の被災や
断水、被災した職員の離職などの影響で、開設できたのは 8か所だった。

■ 福祉避難所の状況と課題
訪問した福祉避難所は、輪島市のグループホーム。 1月 2日から利用者33人に加え、サービス
受給外の高齢者ら合わせて20人余りが避難生活を送っていた。避難所の運営は他県からのボラン
ティアと、事業所の職員とで続けている。避難者が 2次避難先に移れば余裕が出るが、住み慣れ
た土地を離れたくないという人も多い。この福祉避難所には、人生の最終段階の後期高齢者が 1
名いた。医療的にも十分ではないが、本人が暮らし慣れた地域で最期の時間を過ごしたいという
希望を持ち、それに応える形でケアにあたる、自身も被災している職員の想いがあった。
避難所の運営はボランティアが中心に担っていた。事業所の職員にボランティアをコーディネー

トする余力がなく、事業所の利用者と福祉避難所の利用者の生活支援が混同している。複数団体
のボランティアが入っているため、ボランティア間で情報交換や引き継ぎができていない。複数
団体間での情報共有や引き継ぎは難しいので、ボランティアが日課や状況を判断し、介護の仕事
をしなければならない。この避難所の職員の自宅では、当時水道が復旧せず、自宅で洗濯や入浴
もできない状態である。そのような中、離職せずに福祉避難所を運営している人々が被災地の高
齢者の暮らしを支えていた。

食事は弁当・パンなどが準備されているものの、レンジは1台しかなく、食堂等はない

物資は届くが保管場所が少なく、ポー
タブルトイレの周りにも置かれていた

福祉避難所の手洗い場。
車いすの高齢者が自力で
手を洗うことは難しい

居室が確保できず、リビングに段ボールベッ
ドが設置されていた
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■ 社会福祉士にできること
1.5次避難所でも、福祉避難所でも、被災者の暮らしの継続を支援する必要がある。しかし、長

期化する避難生活はこれまでの日常生活を分断し、暮らしの継続に希望を持てないような状況を
産み出していた。1.5次避難所では多種の専門職が支援にあたっているが、全国各地から人が入れ
替わるため、連携という点に課題が多い。福祉避難所では避難所を運営する人が被災者であると
いう現実がある。さまざまな課題が重層的に蓄積しており、避難所で暮らす被災した要援護者は
他に行く場所もない。助かった命をつなぎとめるためにも、避難所のスタッフ確保は必要不可欠
である。被災地で専門職を確保するために、国はボランティアを派遣する事業者が応援派遣を継
続できるよう、資金面などでしっかり支える仕組みを作るべきであるが、対策はできていないの
が現実である。
このような状況の中で、社会福祉士は積極的に現地に足を運び、直接支援にあたることが望ま

れる。相談援助の専門職として個別の対応としては、被災者の想いをよく聴き、希望につながる
ような声掛けや関わりが必要であろう。そして、その人たちの想いを中心に今後の暮らしを構築
するための、多職種他機関の連携のつなぎ役になることが重要な役割になると感じた。さらに、
現状を被災者から聞き取る、被災者の置かれている環境の過酷さを理解し、地域防災への意識を
高めていく活動につなげていくことが重要な役割であると考えた。

社協の一員として現地へ　胸が熱くなった経験
災害福祉支援委員会　宮崎　賢太郎

2024年 2 月29日（木）から 3月 6日（水）までの 7日間（移動日含む。実際の活動日数は 5日
間）、石川県七尾市のボランティアセンターに赴きました。近畿ブロックにある 8つの社会福祉協
議会（滋賀県、京都府、京都市、大阪府、大阪市、堺市、兵庫県、神戸市）の「中能登支援チーム」
の一員（ 1クール10人）としての派遣です。
活動内容は、現地調査を行い被災者のさまざまなニーズの把握（倒壊したブロックの撤去や家

財道具を運び出す等）や、そのニーズに対するボランティアの調整や、ボランティア活動に必要
な資材調整など、業務は多岐に渡ります。
私は災害廃棄物の分別作業を担当しました。倒壊した家のブロック塀や家財道具などを、処理

場に持って行く前にしっかりと分別する必要がありました。
冬の北陸。まだまだ冷え込む時期でした。富山県氷見市を拠点とし、午前 7時前に出発。40分

程かけてボランティアセンターに向かいます。朝礼等の準備を済ませ、 9時頃にはバスに乗って
来られるボランティアを迎えます。多いときには60人ぐらい。一般の方、学生、消防庁など、い
ろいろな方がボランティア活動に訪れていました。
私としては、初めての被災地派遣。熱い思いを持った人たちと触れ合えたのは貴重な経験でし

た。復興をめざす地元の人たちとも一緒に活動し、「わざわざ来てくれてありがとう」という言葉
をかけていただき、胸が熱くなりました。
七尾市では和倉温泉も営業を再開し、にぎわいも少しずつ復活してきたと聞きます。一方で奥

能登地域など大きな被害を受けた地域も多く残っています。復興はまだまだこれからで、長期的
な支援が必要だと強く感じました。

3
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　当該調査の実施は今回が初めてだったとはいえ、回答率が低かったことは反省点である。しかし、
本調査を定期的に行うことで、回答者の本調査に対する意識が向上し、それに伴い回答率も向上
するのではないかと考えられる。全会員を対象とした本会の基本的な認識等に関する調査を今後
も 2年に 1回は行うことが重要である。
　「入会動機」については「専門職として当然」「専門的知識等を得られる」という回答が多数を
占めており、入会支援策の実施や懇親会の開催等に関する回答はごくわずかであった。また、「入
会後に感じるメリット」としては、「人とのつながり」「ネットワーク」「研修」という意見が大部
分であり、魅力ある研修や委員会活動・ブロック活動を通じたネットワーク形成が望まれる。各
ブロックにおいても、ブロック役員からのブロック活動参加の声かけや、ブロック活動に参加し
やすい雰囲気づくりが求められると感じる。また、活動内容について、こうのとり通信等を通じ
て周知し、どんな活動をしているのかを発信していく広報も必要である。
　今後は、基礎研修及び認証研修等を軸にして会員の資質向上のため体系的な研修構築とそれを
提供していくための組織再編を検討していくことが必要である。会員交流や入会支援策について
はその効果検証等をしていく必要もある。

【所感等】

報告

　兵庫県社会福祉士会（以下、本会）会員の本会活動に対する意識を主とし、本会の組織力向上
に関する意識等について調査を行った結果について報告します。

1．調査目的
　 　本会の活動及び入会のきっかけ並びに組織力向上のために必要なもの等を調査し、現状の入
会促進戦略や実施事業が会員ニーズに対して妥当なのか、また、今後の本会事業等の戦略の改
善方法を検討する。
2．調査方法
　対象：2024年 1 月10日時点での本会全会員　（1,733名）
　期間：2024年 1 月10日～ 1月31日
　方法：インターネットによる無記名記述アンケート
3．回答者数
　137名（回答率 7 . 9 %）

第1回兵庫県社会福祉士会会員実態調査　報告

組織力向上担当理事

　「本会に所属して役立っていること・感じているメリット」の質問に対して、ほぼ全ての回答が、
「ネットワーク形成」、「研修・自己研鑽」、「情報収集」に集約されている。「ホームページ、メー
リングリスト、こうのとり通信、会員同士の情報交換等でどんな情報を得ているか」については、
「最新情報・研修情報・他分野の情報・世の中の動き」が挙げられた。
　委員会・ブロック活動を通じてネットワークが形成されることが多いと思われるが、活動に参
加しなければネットワーク形成等のメリットが感じられにくくなっている。ブロック活動は、日
程が合わずに参加していない回答もあるが、知り合いが少ない場合は初回参加のハードルも高く
なるという意見もあった。
　その他、調査結果については本会会員専用ホームページにて掲載しているので参照されたい。

【調査結果（概概要）】
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報告 総合福祉展「バリアフリー2024」に出展しました

事務局

　近畿ブロックの社会福祉士会と合同で、大阪市住之江区の国際展示場「インテックス大阪」で
4月17日から19日に開催された総合福祉展「バリアフリー2024」に出展しました。同時開催の医
療や看護に関する展示会と併せると、約250社・団体が参加、約100のセミナーが開講される大規
模な催しです。
　社会福祉士会のブースでは「福祉なんでも相談コーナー」が設けられたほか、各県士会のキャ
ラクターなどをあしらったパネルを展示し、活動を紹介するチラシやリーフレットを配布。各府
県士会の担当者が交代で詰めて対応しました。

　「西日本最大級！　介護・福祉・医療・看護の総合展示会」と銘打っているとあって、会場には
大勢の人々が訪れ、介護業界で働いているという外国人や若者、医療・福祉系の就職をめざす学
生らの姿も目につきました。来場者は 3日間で約48,000人にのぼったそうです。
　社会福祉士会のブースには「滋賀の会員です」「国家試験に合格したので入会します」と話す人々
が立ち寄ったほか、病院に勤める産業医だという男性からは「どうすれば社会福祉士とうまく連
携できるでしょうか」といった相談もありました。
　一方、社会福祉士の資格を持つという福祉車両メーカー勤務の男性からは「入会のメリットは
何でしょう？」、メーカー勤務の女性からは「社会福祉士って、どんな資格ですか」といった質問
が寄せられました。社会福祉士を、そして活動を広く知ってもらう場になったと感じるとともに、
次年度は出展内容を一層充実させていければと思いました。

【実施内容】
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報告

開 催 日　　2024年 5 月12日
参加人数　　48名
開催方法　　Zoomによるオンライン及び会場
講　　師　　宝塚市立病院緩和ケア病棟チャプレン・カウンセラー

沼野　尚美　氏

西はりまブロック記念講演
　「今を生きるコツ　～より良く生きるために～」

西はりまブロック　岸　剛健

社会福祉士への期待　広く見つめて
　「いかに生きるか」は、クライエントの支援において重要なテーマになります。人がどう生きれ
ばよいかを見直すプロセスをサポートされているチャプレンの仕事の本質について学び、また社
会福祉士への期待（夢を描く、語りあう、感じて動く）を広い観点から見つめました。

【研修概要】

「いかに生きるか」　再考する機会に
　一昔前は痛みを伴って亡くなることが恐れられていたが、現代では医学の発達により痛みは取
り除けるようになりました。その一方、家族関係の希薄化により、孤立してしまうこと、認知症
により自分自身でなくなってしまうことが恐れられる時代になっています。様々な事例を聞かせ
ていただき「いかに生きるか」といったことを再考する機会となりました。

【所感等】
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対象者の生活状況の変化　注視を
　日常生活では「契約」に基づく物（事）があふれており、誰もが経験する身近なものです。契
約の内容を正確に理解してとり行うべきですが、病気や障がいにより判断能力が低下した方は、
正確に理解できないまま契約を行うため、結果的に多額のお金を失うことになります。
　特殊詐欺の手口は次から次へと新しくなること、また、被害に遭った方は周囲に迷惑をかけた
くない思いや、隠したい思いなどから、自ら助けを求めないことがあると言われました。特に被
害に遭う確率の高い高齢者や障がい者について、その方に関わる支援者は、発生する詐欺の手口
について、常に最新の情報を入手し、高齢者や障がい者の様子や生活状況の変化に注視する必要
があると感じました。

【所感等】

報告

開 催 日　　2024年 5 月18日
参加人数　　17名
開催方法　　会場での実施
講　　師　　消費者教育実践グループ　Sno（消費の王様）

丹波地区ブロック定期総会・研修会

特殊詐欺・消費者トラブル注意報
　最新の消費者被害の手口と、被害者（被害に遭いやすい方）への支援について

【研修概要】

丹波ブロック　菅村　友佳
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報告

開 催 日　　2024年 5 月26日
開催方法　　Zoomによるオンライン及び会場
講　　師　　森田　英枝　氏（朝日新聞厚生文化事業団・社会福祉士）

阪神ブロック記念講演・総会

阪神ブロック　中原　克子

手と心をつなぐ認知症マフ　専門職と住民が支える地域共生の未来図
　朝日新聞厚生文化事業団の森田氏が2016年にイギリスへ視察に行き、高齢者施設や病院で「トュ
イデュルマフ」というものを知り、日本にて普及活動を始めた。2017年より認知症カフェをして
いる団体の協力を得て試作、活動を開始され、現在は、マフの存在が関西から全国へと広まり、
各地でボランティアによって作成されている。認知症マフができることとして、①認知症の当事
者を支援する、②支援者への支援、③認知症にやさしい地域づくりの促進の 3つをあげている。
当事者がマフを持つことで手元が落ち着き、心の落ち着きにつながるということ、活動を通して
認知症を受け入れる地域づくりに貢献しているということ、また、支援者支援は編むことでフレ
イル予防になるとの説明があった。これから取り組む方へのアドバイスとして、認知症の状態に
合わせる、これがいいと押し付けない、相手が喜ぶものを作成するとよいということをご経験か
ら話していただいた。

【研修概要】

心地よい手ざわり　落ち着く気持ち実感
　活動団体の方が実際にマフをもってこられ、会場に展示された。実際にマフに触れてみると、
手を入れるだけでなく、握れるようになった飾りがついており、気持ちのいいものであり、認知
症の方が触って落ち着く気持ちがわかるような気がした。お話の中で、手をぎゅっと握りしめて
あざを作っていた方がマフを使うことであざがなくなったと聞き、森田講師の言葉通り、心の落
ち着きにつながって、手が改善されたのだなと思った。
　また、六甲アイランドや宝塚市西谷地区における地域でのマフづくりも紹介された。専門職が
コロナ禍で活動を模索するうち、マフづくりにたどり着いて活動を開始。地域の方々が生き生き
と交流しており、人のためになる活動は喜びや活力につながり、地域の活性化にもつながると感
じた。

【所感等】
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夢を実現させるコツ
　思い立ってからわずか２年半で、パリコレでのファッションショーを成功させた平林さん。「僕
がすごいんじゃない。僕は旗振り役で、周りに得意分野がある人たちがたくさんいてくれた」と
言われます。「周りに人を集めるコツは？」という質問に、「まずは夢を具体的に語ること」「○○
を実現させたいのだけど、手伝って！」「助けて！」と発信することが重要だと教えてくださり、
印象的でした。また、人はおもしろいことには協力してくれるとも。常に「ワクワク」を探して
おられる姿に刺激を受けました。

【所感等】

報告

開 催 日　　2024年6月2日
参加人数　　44名
開催方法　　会場での実施
講　　師　　平林　景　氏（一般社団法人　日本福祉医療ファッション協会代表理事）

神戸ブロック総会記念講演会・懇親会

常識にとらわれない思考を！
　平林景さんに「ネクストユニバーサルデザイン（NextUD）が世界の常識を変える」をテーマに
講演してもらいました。平林さんが福祉業界に入ったきっかけから大切にしたい想い、これまで
に成し遂げてきたこと、大阪・関西万博で開催予定のおむつのファッションショーなど、盛りだ
くさんの内容をお話しいただき、あっという間に時が過ぎました。夢を実現するには常識を打ち
破る思考が大切だと教わり、ミニワークでは、いかに普段常識にとらわれているかを体感しました。
　懇親会では平林さんを囲み、お弁当を食べながら参加者からも自己紹介や想いなどを語ってい
ただき、大変盛り上がりました。

【研修概要】

神戸ブロック　中尾　美隆
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神戸ブロック（ブロック長　中尾　美隆）
ロックインフォメーション ①ブ

【活動報告】
　 6月 2日　兵庫県福祉センター　ブロック総会・記念講演会・懇親会

　ブロック総会は会場参加が30名、委任状が298名、書面表決15名で無事成立し、つつがなく議題
について承認されました。

【活動予定】
　 8月未定　勉強会

　 8月に勉強会を予定しています。内容・日程については神戸ブロックFacebookやひよこメーリ
ングリストにてお知らせいたします。

【お知らせ】
　●　Facebook（フェイスブック）しています。　検索：兵庫県社会福祉士会神戸ブロック
　●　 神戸ブロックのメーリングリストは今回の総会を持ちまして休止となりました。神戸ブロッ

クへのご意見などはkobe.block.fukushishikai@gmail.comまで。
　●　 聞いてみたい勉強会テーマがありましたら、上記の神戸ブロックメールアドレスまでお知

らせください。

阪神ブロック（ブロック長　中原　克子）
ロックインフォメーション ②ブ

【活動報告】
　 5月26日　木口記念会館　役員会
　 5月26日　木口記念会館　2024年度　阪神ブロック記念講演・総会

【活動予定】
　 7月13日　Zoom　ナイトカフェ
　 7月17日　Zoom　役員会
　 8月24日　Zoom　納涼会（阪神・淡路・但馬合同開催）
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東播ブロック（ブロック理事　岩西　太一）
ロックインフォメーション ③ブ

【活動報告】
　 6月 2日　加古川市総合福祉会館　東播ブロック総会

記念講演テーマ「発達障害の疑似体験」
講師：ぴーす＆ピース　矢野一隆氏

【活動予定】
　 8月23日　膳家加古川総本店　ごちゃまぜ懇親会2024

淡路ブロック（ブロック長　古家　英敬）
ロックインフォメーション ④ブ

【活動報告】
　 3月10日　Zoom　 理事会委員長会報告、2024年度近畿ブロック研究研修大会　兵庫大会につい

て、ソーシャルワーカーデーについて、淡路ブロック総会について、次回役
員会について

　 4月20日　Zoom　 淡路ブロック総会について、地区ブロック推薦理事候補者選出届について、
2024年度近畿ブロック研究研修大会　兵庫大会について、次回役員会について

5月10日　Zoom　 淡路ブロック総会について、 2024年度近畿ブロック研究研修大会　兵庫大会
について

【活動予定】
　 8月24日　但馬＆神戸＆淡路ブロック・合同Zoom納涼会

広  告
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研修委員会 委員長　綴木くみこ

【活動報告】
4 月20日　Zoom開催　
  前期こうのとりゼミ企画話し合い、

今後の研修委員会について

5月18日　Zoom開催
  前期こうのとりゼミ打ち合わせ、

後期こうのとりゼミの研修企画話
し合い

　研修委員会は、毎月第 3土曜日の18：30よ
り、Zoomにて開催中です。興味のある方は、
ぜひご参加ください。現在、令和 6年度後期
のこうのとりゼミの全体テーマを募集中です。

【今後の予定】
8 月 2 日　Zoom開催　第 3回こうのとりゼミ
11月 8 日　Zoom開催　第 4回こうのとりゼミ
12月13日　Zoom開催　第 5回こうのとりゼミ
1月10日　Zoom開催　第 6回こうのとりゼミ

　その他、11月～12月に 6回シリーズで「マ
インドフルネス講座」を開催予定です。

インフォメーシ
ョン

委員会 ❶

　当委員会は、全員参加型の学習会を定期
的に行っています。普段の実践を振り返り、
ソーシャルワークの価値や理論になぞらえな
がら、自らの言語化・可視化を試みています。
間違ったことを言ってしまっても、とがめら
れない安全な場所として、実践者としての力
を養うトレーニングの場として、お互いに癒
しと学びを提供しています。興味のある方は
いつでも体験可能です。お待ちしています。

【活動報告】
5 月12日　Zoom＋福祉センター
 コアメンバー会議

5月12日　Zoom＋福祉センター
  委員会　学習会テーマ「行動変容

ができた方の支援」
 （参加者12名）

【今後の予定】
7 月14日　Zoom＋福祉センター
 委員会　学習会テーマ（未定）
9月 8日　Zoom
 委員会　学習会テーマ（未定）
11月10日　Zoom
 委員会　学習会テーマ（未定）

ソーシャルワーク研究委員会 委員長　真 利 敦 子インフォメーシ
ョン

委員会 ➋
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地域移行支援委員会 委員長　清 原 幸 代

【活動報告】
5 月23日　県福祉センター・オンライン
  退院支援についての情報交換、研

修企画の検討

【今後の予定】
7 月25日　県福祉センター・オンライン
  退院支援、虐待問題などについて

意見・情報交換
9月26日　同上
11月28日　同上
1月23日　同上
3月27日　同上

● 定例委員会は、奇数月の第 4木曜日（ 2か
月に 1回）福祉センターとオンラインのハ
イブリッド式にて開催。
● 主な活動は、精神病院等からの退院支援の
取り組みや医療・施設での虐待について、
意見・情報交換。
● 定期的に委員会主催の地域移行支援研修を
開催（秋頃）。

【お知らせ】
● 地域移行支援に関心のある方の参加（見
学）をお待ちしています。

インフォメーシ
ョン

委員会 ➍

【活動報告】
5 月15日　Zoom
 養成校連絡会の構成打ち合わせ
5月22日　Zoom
 社会福祉士養成校との連絡会
6月29日　兵庫県福祉センター
  養成校連絡会振り返り、今後の体

制・フォローアップ等について

【今後の予定】
　今年度も社会福祉士実習指導者養成講習会
を実施します。フォローアップ研修も委員会
にて内容を協議しています。気になる方・一
緒に内容を考えてみたい方等、皆様のご参加
をお待ちしております。

　平日夜にZoomで開催することが多いで
す。お気軽にご参加ください。

【お知らせ】
　実習教育支援委員会では、次代を担う方々
を育成するための実習のあり方について養成
校の皆さんと意見交換をしたり、実習指導者
を養成するための講習会を主催したり、現に
実習指導をしている方々へのフォロー方法を
検討したり、養成校の皆さんと実習指導者と
を橋渡ししたりするなどの活動をしています。
　皆さんのご意見をこれからの実習教育に反
映させませんか？？　一緒に活動していただ
ける方を随時募集しております。お気軽にご
連絡ください。

実習教育支援委員会 委員長　永 田 三 輪インフォメーシ
ョン

委員会 ➌
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sp8c6h89@aurora.ocn.ne.jp
（弁護士、司法書士、社会保険労務士、税理士等と連携して業務を行うこともあります）
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これからも初心を忘れず

広  告
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manaable

manaable
https://hacsw.manaable.com/signup

https://hacsw.manaable.com/login
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